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最
近
、
食
品
・
流
通
関
係
者
と
の
話
の
中
で

時
々
「
現
場
力
の
劣
化
」
が
話
題
に
上
る
。
現

場
力
の
劣
化
は
現
場
責
任
だ
け
で
な
く
、
現
場

負
担
の
増
加
（
厳
し
い
ノ
ル
マ
と
コ
ス
ト
削
減

や
成
果
主
義
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
）
や
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
な
ど
も
要
因
と
な
り
得
る
。
筆
者
は

こ
れ
ま
で
開
発
途
上
国
（
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
や

南
米
諸
国
）
の
食
品
加
工
の
現
場
を
見
て
き
た

が
、
輸
出
力
の
あ
る
企
業
は
畑
（
原
料
）、
製

品
加
工
か
ら
流
通
に
至
る
ま
で
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
を
基
本
と
し
た
一
貫
管
理
が
行
わ
れ
て

お
り
、
現
場
力
の
高
さ
や
現
場
主
義
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
点
に
驚
か
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。 

現
場
力
向
上
の
た
め
に
は
、
経
営
者
の
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
現
場
と
一
体
と
な

っ
た
取
組
が
地
道
に
か
つ
持
続
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
併
せ
て
人
的
能
力
の
向

上
（
人
造
り
）
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
農

業
開
発
の
分
野
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
近

年
の
急
速
な
I
T
の
進
展
に
よ
り
、
意
志
や
情

報
伝
達
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
が
、
む
し
ろ

時
に
は
「
ア
ナ
ロ
グ
化
」
に
立
ち
返
る
こ
と
も

有
効
で
あ
る
。 

政
府
の
厳
し
い
財
政
事
情
が
長
年
継
続
す
る

中
、
教
育
・
研
究
機
関
も
含
め
予
算
、
人
の
削

減
が
断
続
的
に
実
行
さ
れ
、「
現
場
力
」
や
「
現

場
主
義
」
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
考
え
る
。

特
に
独
立
行
政
法
人
は
、
組
織
の
目
標
や
達
成

方
法
、
評
価
方
法
な
ど
が
明
確
化
さ
れ
た
し
く

み
の
中
、
組
織
の
長
が
中
心
と
な
っ
て
業
務
目

標
と
方
針
を
し
っ
か
り
定
め
、
現
場
も
含
め
て

組
織
一
丸
と
な
っ
た
効
率
的
な
業
務
運
営
と
業

績
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。 

筆
者
は
前
職
で
独
立
行
政
法
人
の
調
査
情
報

業
務
を
統
括
し
て
い
た
。
法
律
に
基
づ
い
て
農

畜
産
物
の
国
内
の
価
格
安
定
な
ど
に
貢
献
す
る

観
点
か
ら
、
国
内
外
の
農
畜
産
物
の
生
産
か
ら

流
通
、
消
費
に
至
る
情
報
を
収
集
・
分
析
し
て
、

生
産
者
・
業
界
団
体
、
消
費
者
代
表
、
マ
ス
コ

ミ
、
行
政
な
ど
に
情
報
提
供
を
し
て
い
た
。
当

該
機
関
は
平
成
１５
年
１０
月
に
独
法
化
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
は
、
ニ
ー
ズ
把
握
、
情
報
収
集
提
供
、

評
価
の
手
法
な
ど
を
改
善
し
つ
つ
、
調
査
課
題

の
重
点
化
と
業
務
の
効
率
化
な
ど
大
幅
な
業
務

の
見
直
し
を
行
い
、
存
在
意
義
と
業
績
の
明
確

化
に
努
め
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
数
年
前
か
ら
農
畜
産
物
の

生
産
・
流
通
事
情
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
一

変
し
、
様
々
な
情
報
が
氾
濫
す
る
中
、「
正
し

い
情
報
」
を
関
係
者
に
迅
速
か
つ
確
実
に
伝
達

す
る
こ
と
が
、
国
内
価
格
や
需
給
の
安
定
化
の

上
で
急
務
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
守
備
範
囲

の
専
門
性
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
貴
重
な
「
現
場
の
声
（
要
望
、
意
見
、
苦

情
な
ど
）」
を
聞
く
よ
う
に
努
め
た
。
対
象
は

情
報
利
用
者
で
あ
り
、
海
外
駐
在
事
務
所
や
地

方
事
務
所
の
声
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
当
然
の
こ
と
、
会
議
、
調
査
お
よ
び
出
張
の

機
会
な
ど
を
利
用
し
て
関
係
者
と
接
す
る
よ
う

に
努
め
、
国
内
外
の
出
張
は
年
間
3
ヶ
月
程
に

及
ん
だ
。
ま
た
収
集
し
た
情
報
が
「
賞
味
期
限

切
れ
」
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
3
月
以
内
公
表
、
調

査
報
告
会
は
原
則
、
1
ヶ
月
以
内
開
催
を
実
施

し
た
。 

し
か
し
、
予
算
・
人
は
減
、
業
務
は
増
で
、

外
部
評
価
も
厳
し
さ
を
増
し
、
台
所
事
情
は
年
々

厳
し
く
な
っ
た
。
業
務
の
効
率
性
を
高
め
る
妙

案
も
限
ら
れ
、
職
員
の
負
担
も
増
し
て
き
た
。

業
績
向
上
の
た
め
に
は
優
秀
な
調
査
マ
ン
の
育

成
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
時
間
・
予
算
の
制
約

の
中
、
肝
心
の
人
造
り
の
難
題
に
今
も
直
面
し

て
い
る
と
聞
く
。
そ
の
中
で
考
案
し
た
方
策
は

大
学
な
ど
他
機
関
と
の
連
携
（
合
同
調
査
・
研

究
な
ど
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
材
教
育
と
成

果
向
上
の
両
面
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
数
少
な
い
食
肉
の
生
産
・

流
通
に
詳
し
い
大
学
の
先
生
（
上
記
独
法
機
関

の
「
専
門
調
査
員
」。
当
該
制
度
に
よ
り
大
学

の
先
生
と
の
連
携
強
化
と
育
成
を
図
っ
て
い
る
）

と
の
間
で
、
当
該
分
野
の
研
究
者
不
足
問
題
に

つ
い
て
議
論
し
た
。
食
肉
現
場
に
入
り
込
む
に

は
敷
居
が
高
く
、
需
給
を
見
通
す
に
は
畜
産
物

の
多
様
な
商
品
・
衛
生
知
識
が
不
可
欠
と
い
う

特
殊
事
情
の
た
め
、
現
場
感
覚
を
伴
っ
た
専
門

性
の
向
上
に
は
、
他
分
野
と
比
較
し
て
時
間
が

か
か
る
。
教
育
機
関
も
短
時
間
で
成
果
を
得
や

す
い
流
行
の
課
題
に
流
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ

の
分
野
の
研
究
者
育
成
に
妙
案
が
な
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 

我
が
国
の
農
畜
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
国

内
の
生
産
・
流
通
事
情
は
大
き
く
変
貌
し
、
行

政
も
迅
速
性
と
的
確
性
が
従
前
以
上
に
求
め
ら

れ
て
お
り
、
公
的
な
調
査
・
研
究
・
教
育
機
関

は
結
束
し
て
そ
れ
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
私
自
身
も
微
力
な
が
ら
、
生
産
・
流

通
関
係
者
や
他
機
関
の
研
究
者
な
ど
と
の
交
流

や
連
携
を
図
り
つ
つ
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。 
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